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中南米 9 か国の行政官が北上川へ 

～洪水対策の最前線「遊水地」の知見を学ぶ～ 
 

独立行政法人国際協力機構（JICA）関西センターは、6月 22日から 7月 18日まで、研修

プログラム「持続性と強靭性確保のための防災（ラテンアメリカ）」を実施しています（協

力：一般財団法人アジア防災センター）。 

本研修には、中南米 9 か国から防災を担当する 11 名の行政官が参加しています。参加者

は、日本の災害対策の経験や技術を学びながら、自国で防災・減災を推進するための防災

計画の策定手法を身につけています。 

7 月 9 日には、その一環として岩手県を訪れ、日本の代表的な洪水対策の一つである北上

川治の水事業を視察します。特に、洪水時に水を一時的にためて下流の浸水被害を軽減す

る「一関遊水地事業」の現場を見学し、北上川の歴史や地形的特徴、過去の災害について

理解を深めるとともに、遊水地の役割や運用について学び、自国での災害対策や技術の向

上に活かすことを目指します。 

中南米地域では、風水害や土砂災害、地震、火山災害など、日本と共通する多くの自然災

害リスクを抱えており、人的・経済的被害の軽減が大きな課題となっています。 

日本の東北地方最大級といわれる北上川の遊水地の仕組みを学ぶことは、各国における防

災・減災の取り組みや、防災計画の具体化を進めるうえでの参考になることが期待されま

す。 

なお、以下の日程で取材が可能です。研修員へのインタビュー等、ぜひご検討ください。 

 

取材可能日程：2026年 7月 9日（木） 

時間 内容 場所 

10:00-12:00 講義「北上川の治水事業と地域の発展」 

岩手県立一関第一高校との交流 

北上川学習交流館あいぽーと 

一関市狐禅寺字石ノ瀬 155-81 

13:00-13:50 北上川学習交流館あいぽーと施設見学 同上 

14:00-14:30 大林水門視察 一関市中里字下大林 

15:00-16:00 中尊寺視察 西磐井郡平泉町平泉衣関 202 

※本視察は国土交通省岩手河川国道事務所の協力を得て実施します。 

 

研修対象国：9か国 11名 

キューバ(1)、ドミニカ共和国(1)、エルサルバドル(1)、メキシコ(1)、ニカラグア(1)、

チリ(2)、コロンビア(1)、エクアドル(2)、ペルー(1) 

※当日は日本語⇔スペイン語の通訳１名が同行します。 

 

-ご取材いただける場合は以下まで事前にご連絡ください- 
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問い合わせ先 

JICA関西 研修業務課 

 


